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(和歌山大学純済学部)
究
産5信仰造の変耳立が進められる中で、労働者の就換桝造も将来大きく変化するのではないか
と予却されています。崖操・企業をと りまく環境として、同際化、情報化の流れはいうまで
もなく 、各事fiの規制緩和|の尖施、ダウンサイジング、ハイテクノロジーの惟進、情報公開の
促進、経営者賞任の強化、ニュービジネス等の社会的援加、 ru抗IgJj舗の深刻化、民には少子 ・
老齢化社会の剃米による大I~M な労働ブJの減少などが組定さ れてい ます。
-方、 企業をとりま く即肢の変化に対応して、企挑サイドにおける雇用刷での変化も悲し
く、 従来のl倣飽資材~fllU皮を中心と した終身雇用制度から 、 パー ト労働、派泣労働仰の採則は
吋然のこととしてJ能力主誠、 目標竹内、操縦評価、 コンビタンシ一、キャリア ・ディペロ
プメント等々様々な制度的改革の試みがみられます。また、経営の万式にしても、ストッグ
経常からフロー経科・へ、人都においてはピラミッ |ご、ラインifitrLからフラットなものへ、ア
ウトソーシング、SOHOの噂入節々の変化がみられます。 これらの一辿の動きは、従来の終
身属用制度の住りカの見直しを迫るものであり、ひいては経常者と労働者の在り方の再考を
似すものではないかと思います。
雇用制度が変化するrl'で、企業がどのように人材を行成するか難しいn別組だと J思し、ます。
「企業は人なり |といいますが、人材あっての企業ですから、採用から始まる人材の育成は
|剥離であると しても、災施しないとなりません。ただ、人材の育成という問題について、そ
れは何か、 どのような手段をどのように用いるべきか、人材のn此について何を1Tl必祝すべ
きか、個 々の従;良品の労働他方の向上が大事か、モラ jレロイ ア リ テイが大~Jçか、従決以の勤
労な欲に関連する職場における満足度を卸;要視すべきか、あるいは人材の背成は倒人を対政
にすべきかm団を対訟にすべきか等々人によ りな見は)'~なると思います。また、 終身服用制
度が捕らいでくるとすれば、企業は育成した人材との凶係をどのように保つべきか問題とな
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ります。転職、労働者のスカウト、通年採刷、 中途採用都が社会現象として別加してきてい
ます。
この研究は、和歌山県において、各企撲がよ述した問題についてどのように考えているか
を削査研究し、今後の服用の変J'，'i.の動向を知ろうとするものです。も bろん、全体を分析し
たよで、今後の斜ましい属片jの担り)Jについて拠宮できるならば、それにこしたことはあり
ません。
主に研究会を開く j診で制有研究活動を巡めています。 和歌山商工会限所からは 3名が怠加
されており、企柴とのコンタクト、企業インタビュー、企業アソケー ト絡で活問しておられ
ます。和歌山社会経済研究所からは 2名が怠加されており、和歌山における雇用の実態調査
仰につきこれまでの突績をもとに研究を進めておられます。経済学部からは 7名が#JJnして
おりますが、企巣アンケートをまだ災施していないため、商工会協所、 lt研、経済学部3才;
の本物的制論はまだ行っていないのが別』状です。 研究活動が遅れ気味なのは、チーフに主主任
がありまして、忙しいことは見山になりません。お陀びするとIr{]時に、今後の予定を早めた
いと思っています。
1(d用の変革のifJIJ向を知るため、企柴アンケートは必須だと思っています。そして、 出来る
だけ多くの企撲にご解答を頂きたいと忠っています。これにより、和歌山における胆用の現
状、特質が明らかになるのではないかと考えるからです。
また、 この制査研究には、和歌山を良くしたい、より魅力的な労働力を和歌山へとのl劇い
も入っています。 このな味で、現代法者のlfl脱柴Ær~悦、和歌山の企議をどう考えるかについて、
山来れば学生アンケートをも突胞したいと与えています。若者の官、J~ ととÈ活は、雇用の変革
の動向を大きく左布するのではないかと思います。
両面
制査研究の成栄を、朝H!-;'lfにまとめます。各企業のご協ノJを得られるならば、 4-5.f，の
科企殺人.:JI:担当者の座談会なども報告~r~にまとめられたらと思うのですが。木桝的なtðtJI命が
まだですので、 中間報告で制査研究の要旨を述べる段階には宣っておりません。また、この
研究にはlul用川婦に興味を持っているのは共通ですが、叫攻が様々な力が怠加しておられま
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す。議論がどのような方向で収点するかまだ分かりませんが、従来パラパラで共同研究する
機会があまりなかった商工会議所、社研、純済、経常、法律等が協力して研究するのは、大
変、窓識のあることだと問解しています。
木ソロジェグ トの研究員は、次の泊りです。
和歌山大学:
木内降.T，j、小旧t.i、小山敏宏、松田J忠、之、果杉澄夫、正f色芳造、竹林明
和歌111商て会活所 :
I '金谷好若手、矢凶j真、額田隆次
和歌山社会経済研究所:
中裕久雄、宮本明英
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